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合
併
協
定
調
印
式
を
終
え
て

　
現
在
の
松
代
町
は
、
昭
和
2
9
年
3

月
31
日
に
松
代
村
と
山
平
村
が
新
設

合
併
し
、
同
年
1
0
月
1
日
に
は
、
人

ロ
ー
1
、
2
2
8
人
の
東
頸
城
郡
で

は
最
初
の
町
と
し
て
「
松
代
町
」
が

誕
生
し
ま
し
た
．
そ
の
後
、
奴
奈
川

村
と
の
合
併
を
経
て
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
．

　
町
制
施
行
以
来
、
本
年
で
5
0
周
年

と
な
る
こ
の
節
目
の
時
、
奇
し
く
も

松
代
町
を
廃
し
、
十
日
町
市
を
置
く

と
い
う
「
廃
置
分
合
」
の
議
案
を
去

る
7
月
2
8
日
の
松
代
町
議
会
に
お
い

て
議
決
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
合
併
へ
の
取
り
組
み
の
経
緯

に
つ
い
て
は
、
既
に
ご
承
知
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
1
月
、
十

日
町
圏
域
5
市
町
村
で
の
合
併
協
議

会
設
立
以
後
、
任
意
協
議
会
を
1
5
回
、

法
定
協
議
会
を
5
回
開
催
し
、
8
5

0
項
目
を
超
え
る
協
議
項
目
に
つ
い

て
審
議
し
、
協
議
を
進
め
て
き
ま
し

た
。　
な
か
に
は
、
5
市
町
村
の
取
り
組

み
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
協
議
に
時

問
を
費
や
し
た
項
目
も
あ
り
ま
し
た

が
、
お
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
互
譲

の
精
神
で
困
難
を
乗
り
越
え
て
、
今

年
6
月
2
2
日
の
最
後
の
協
議
会
を
以
つ

て
全
て
の
協
議
が
整
い
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

　
各
町
村
か
ら
等
し
く
選
出
さ
れ
た

協
議
会
委
員
の
皆
様
方
を
始
め
、
新

市
将
来
構
想
検
討
委
員
の
皆
様
方
の

ご
努
力
に
よ
る
も
の
と
心
か
ら
敬
意

を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
7
月
2
3
日
に
は
、
5
市

町
村
に
よ
る
「
合
併
協
定
調
印
式
」

が
行
な
わ
れ
、
2
8
日
に
は
各
市
町
村

議
会
に
お
い
て
「
廃
置
分
合
」
の
議

決
が
な
さ
れ
、
8
月
5
日
県
知
事
へ

の
合
併
申
請
の
提
出
。
そ
し
て
今
後
、

県
議
会
の
議
決
を
経
て
総
務
大
臣
告

示
に
よ
り
平
成
1
7
年
4
月
1
目
に
新

「
十
日
町
市
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
．

　
当
町
の
少
子
高
齢
化
の
進
行
は
、

県
下
で
も
高
い
水
準
に
あ
り
、
年
々

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て

き
て
お
り
ま
す
．
私
は
市
町
村
合
併

に
よ
っ
て
行
財
政
基
盤
の
強
化
を
図

ら
な
け
れ
ば
、
住
民
の
暮
ら
し
を
守

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
．

　
合
併
に
関
す
る
意
向
調
査
で
、
合

併
は
必
要
だ
と
い
う
町
民
の
約
80
％
も

の
人
が
十
日
町
圏
域
を
望
ん
で
い
る

結
果
を
ふ
ま
え
、
こ
れ
ま
で
十
日
町

圏
と
の
合
併
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

十
日
町
・
中
魚
沼
圏
と
は
、
行
政
の

取
り
組
み
に
は
多
少
の
違
い
は
あ
る

も
の
の
、
当
町
は
、
買
い
物
、
医
療
、
消

防
、
ゴ
ミ
処
理
な
ど
十
日
町
と
の
結
び

つ
き
も
深
く
、
今
後
の
行
政
運
営
に

も
大
き
な
変
化
は
な
い
も
の
と
考
え

ま
す
．

　
今
後
は
こ
の
協
定
事
項
や
新
市
建

設
計
画
に
定
め
た
、
松
代
地
域
整
備

方
針
に
記
載
さ
れ
た
目
標
の
実
現
化

に
向
か
っ
て
、
新
市
議
会
議
員
や
地

域
協
議
会
委
員
の
皆
様
方
、
そ
し
て

支
所
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て
松
代

町
の
特
性
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

に
努
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
．
そ
う
す
る
こ
と
が
、
新
市
の
将

来
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

と
思
い
ま
す
．

　
合
併
後
の
周
辺
地
域
の
不
安
を
解

消
し
て
ゆ
く
た
め
に
、
各
町
村
役
場

が
支
所
と
し
て
残
り
、
こ
れ
ま
で
の

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う

な
充
実
し
た
支
所
機
能
の
体
制
を
と

り
ま
す
．
ま
た
、
行
政
と
住
民
の
協

働
も
と
、
地
域
の
個
性
を
尊
重
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
行
な
う
た
め
、
旧

町
村
単
位
に
「
地
域
協
議
会
（
地
域

自
治
組
織
）
」
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
松
代
町
で
は
、
広
く
住
民
意
見
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、
旧
村
単
位
に
振

興
会
を
組
織
し
て
い
た
だ
き
、
地
域

固
有
の
事
業
の
実
施
や
各
集
落
の
市

へ
の
要
望
事
項
の
取
り
ま
と
め
な
ど

を
行
な
い
、
各
振
興
会
の
統
括
と
し

て
「
松
代
地
域
協
議
会
」
で
そ
の
と

り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。
こ
の
協
議

会
は
、
支
所
の
所
管
す
る
事
務
の
う

ち
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
事
務
事

業
に
対
し
て
の
諮
問
機
関
と
な
り
、

住
民
の
意
思
を
集
約
す
る
機
関
と
な

り
ま
す
．
ま
た
、
新
市
建
設
計
画
の

当
町
の
区
域
に
関
す
る
こ
と
や
、
重
要

事
項
を
決
定
し
市
長
へ
の
意
見
具
申
・

要
望
を
す
る
こ
と
も
行
な
い
ま
す
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
、
市
町
村
合
併
は

合
併
す
る
こ
と
が
目
的
で
な
く
、
今

よ
り
良
い
市
民
生
活
が
で
き
る
た
め

の
手
段
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
申

し
上
げ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

新
市
民
が
い
ち
早
く
融
合
し
、
夢
を

耕
し
つ
づ
け
る
感
動
と
創
造
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
か
っ
て
カ
を
合
わ
せ
て

行
く
こ
と
こ
そ
が
肝
要
か
と
思
っ
て

い
ま
す
．
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

松
代
町
長

関
呑
達
渇
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十日町市　クロス10霧

　議会議貫糠行政嘱託員など

約400人の出席者が見守る中、

川上忠義副知事立会いのもと、

十日町市、川西町、中里村、

松代町、松之山町の各市町村

長が合併協定書に調印した。

　これを受け、7月28日に各
市町村で開催した臨時議会で、

合併の最終議決となる廃置分

合議案が可決され、いよいよ

来年4月1日に新生「十日町
市」が誕生する。

調印した合併協定書を提示する川上副知事（左三）と各市町村長

　
合
併
協
議
会
長
の
滝
沢
信
一
十

日
町
市
長
は
「
地
方
分
権
時
代
に
、

自
治
能
力
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て

い
る
．
市
民
と
行
政
が
協
働
す
る

こ
と
に
よ
り
、
新
市
の
将
来
像
で

あ
る
『
雪
・
自
然
・
農
が
織
り
な

す
ぬ
く
も
り
と
躍
動
の
ま
ち
』
が

実
現
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
新
市
へ
の

期
待
を
膨
ら
ま
せ
た
。

　
ま
た
、
平
山
県
知
事
か
ら
は
「
合

併
後
は
当
地
域
が
有
す
る
多
種
多

様
な
資
源
や
個
性
を
有
効
活
用
し

な
が
ら
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
知

恵
を
結
集
し
て
、
新
市
の
基
本
理

念
で
あ
る
『
夢
を
耕
し
つ
づ
け
る

感
動
と
創
造
の
ま
ち
づ
く
り
』
を

す
す
め
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
し
た
祝
辞
を
川
上
副
知
事
が
代

読
し
て
、
県
と
し
て
も
新
市
建
設

計
画
の
事
業
遂
行
に
向
け
、
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。

新市建設計画を閲覧できます

　新市建設の基本方針や施策などを定めた「新

市建設計画」が役場窓口でご覧いただけます。

　〈新市建設計画の内容〉

　　・主要指標（人口推移、産業動向など）

　　・新市建設の基本方針

　　・新市の施策

　　・新市における県事業の推進

　　・公共施設の適正廃置と整備

　　・財政計画　など

閲覧場所：松代町役場　総務課窓口

時　　間：午前8時30分～午後5時15分
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十日町広域圏合併までの経過
平成12／3／15

12／12／14

13／7／12～

13／12／20

14／1／10

14／3／28

14／4／30
14／11／25

14／12／3

15／1／25

16／3／30

16／4／1

16／7／23

16／7／28

東頸城郡町村会で行政体制整備に

関する意識調査実施（郡内全有権者）

（合併賛成38％　内十日町地域希望66％）

東頸城郡町村合併検討協議会発足（各町村長、議長）

町内23箇所で合併住民説明会開催

議会市町村合併調査特別委員会設置

合併に関する住民アンケートの実施・回収（町内全有権者）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（合併賛成62％　内十日町地域希望88％）

松代町が東頸城郡町村合併検討協議会から脱退
十目町広域圏六市町村合併問題研究懇談会を各市町村長で設立（7月24日の懇談会より各議長も加わる）

十日町広域圏合併任意協議会設立準備会設立

松代町市町村合併審議会設立
十日町広域圏合併任意協議会設立（延べ15回の任意協議会を開催）

松代町議会で合併法定協議会設置議案を可決

十目町広域圏合併協議会設立（延べ5回の協議会を開催）

合併協定調印

松代町議会で合併に関する廃置分合議案を可決

〇一〇〇一〇〇一〇〇一〇〇一〇〇一〇〇一〇〇一〇〇一〇〇一〇〇一〇〇一〇〇一〇〇■閣00－00－00－00－00－00－00－00－00－00－00一◎0■・00■◎0－00－00－00－00－00－00■◎0－00－00－00－00－00■1◎〇一〇〇一〇〇一〇〇一〇〇一〇〇■・《》0－00－00－00－00－00－0

合併後の新生「十日町市」の市章を制定するため、
　　　　　　　デザインを募集します。

募集期間　8月5日休）～9月23日休）
【募集する市章の基準】

（1）「夢を耕しつづける感動と創造のまちづくり一自立

　した市民の知恵と協働一」というまちづくりの基本

　理念を掲げて実現していく、新生「十日町市」が目

　指す将来の姿「雪・自然・農が織りなす温もりと躍

　動の大地（まち）」にふさわしい市章であること．

（2）市旗やバッジ等にも使用できるデザインであるこ

　と。

（3）用紙の地色を含め4色以内とする．なお、グラデー

　ションは不可とする。

（4）自作の未発表作品であること。

（5）他市章及び他商標等と類似しないものであること。

【著作権等】

採用作品に対する著作権等について．

①採用作品に関する一切の権利は、協議会及び新生「十

　目町市」に帰属します。

②採用作品の使用にあり、作品に若干の変更を加える

　場合があります。また、モノクロにする場合があり

　ます。

③応募作品は、返却しません．

【賞　　金】

①最優秀賞（市章採用作品）　　1点　賞金100，000円

②優秀賞（市章候補作品）　4点以内　賞金10，000円

【応募方法等】

（1）応募資格は、問いません。また、同一人の応募

　は3作晶までです。

（2）募集期聞は、平成16年8月5日㈹から平成16年

　9月23目㈱までです。

（3）応募用紙は、専用の応募用紙または縦横15セン

　チメートルの枠を書いたA4サイズの白色用紙を

　縦長で使用し、用紙1枚につき1作晶とします。

（4）応募に当たっては、「市章』の他にヂデザインの

　趣旨（150字以内）」、応募者の「住所」及び「氏名」

　を用紙に記載してください。

（5）応募方法は、封書による郵送又は持参に限ります。

《応募先》

十日町広域圏合併協議会事務局

所在地　〒948－0085　新潟県十目町市寅甲1番地1

　　　　　　　　　　　　　旧織物会館2階
　　　TEL　O257－52－7725　　FAX　O257－52－7726

　　　E－mail　to－gapPei＠iris．oc鍛，ne釦

【選定方法】

協議会の「新市の市章選定小委員会」において、応

募作品の中から市章候補作品5点以内を選定します。

その後、住民アンケートを経て、本年12月を霞処に、

協議会で市章採用作品1点を決定します。
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こ
の
夏
農
舞
台
で
は
7
回

の
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

こ
の
講
座
「
野
の
師
父
」
は

越
後
妻
有
6
市
町
村
に
住
ま

う
師
父
を
囲
み
、
そ
の
静
か

な
言
葉
に
耳
を
傾
け
よ
う
と

す
る
会
で
、
師
父
た
ち
が
見
、

追
い
求
め
て
き
た
も
の
、
師

父
た
ち
の
背
後
を
流
れ
る
時

間
を
感
じ
て
も
ら
う
講
座
と

な
っ
て
い
ま
す
．

　
着
物
、
民
話
、
星
、
森
、

工
芸
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
師
父
た
ち
を
、
こ
の
夏

農
舞
台
へ
お
呼
び
し
ま
し
た
．

　
環
境
、
教
育
、
社
会
、
多

方
面
に
お
い
て
指
針
を
失
っ

た
私
た
ち
は
、
人
と
人
、
人

と
大
地
の
つ
な
が
り
を
再
度

考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
地
域
で
生
活
し
て
き
た

彼
ら
師
父
た
ち
と
の
出
会
い

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
師
父
た
ち

の
見
続
け
た
ゆ
え
に
刻
ま
れ

る
言
葉
、
過
言
な
い
探
求
の

意
志
を
、
次
世
代
、
次
次
世

代
の
私
た
ち
へ
と
発
せ
ら
れ

ま
す
．

　
こ
の
講
座
「
野
の
師
父
」
は
、

都
市
と
農
村
と
の
出
会
い
、

交
流
の
場
と
し
て
9
月
以
降

も
連
続
講
座
と
な
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　織

　：＝　一臣腰　 轟誌倉
　　　葱一　巨）しよ阻』圃欝
　　　　　　　　まつだい雪国農耕文化村
　　　　　　　　センター「農舞台」では、

　　　　　　　　1階イベントスペースにお
　　　　　　　　いて「里山アート遊園地～
　　　　　　　　家族でわっしょい」を開催

　　　　　　翻しています。
施設内全ての部屋がアート作品である本館で、アー

ティストが作った一味変わった遊具による「遊園地」

を開園しています。

ボールとゴールで、新しいゲームを考えるもの。

回転するシーソーや球体ジャングルジムの中に入っ

て転がして進むものなど一風変わったアトラクショ

ンが待っています。

　　　　　　　　そして、週末には、耕運
機で園内を周る「耕せ里山

の風景ニコーウンキでGO！」

や昔の農具を体験できるコー

ナーも用意しています。

　この夏は家族みんなで農

舞台でわっしょい！

〈土・日特別開催〉

耕せ里山の風景・コーウンキでGO1

農舞台周辺の渋海川沿いを周遊します。

（乗車料：大人300円　小中学生100円）

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇＜》◇◇◇◇◇◇〈》◇《＞◇〈遍＞◇◇◇＜＞◇◇〈ヨ＞◇◇〈》＜》＜＞

　
繊
　
　
　

　
　
灘

　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
侃

　
　
　
　
　
　
　
越

　
　
　
　
　
　
　
　
嘱

　
　
　
　
　
　
　
　
出

　　　　　　　　　　　　　　L

　「この土地の名物料理は何ですか？」そんな旅行者

の質問に対して自信をもって答えたい．農をテーマ

として地域活性を目指す「農舞台」では、さる7月24

目、大地の芸術祭6市町村（十日町市、川西町、津南

町、中里村、松代町、松之山町）のお母さんたちに

よる食のコンテスト「農の料理品評会」を開催しま
した。

品評会には、25名から合計49品の料理が持ち寄ら

れ、志田由彦さん（新宿調理師専門学校講師）など

審査員や来場者の投票によりグランプリなど各賞を

ンテスト出品者や専門家の指灘

導をへて、この土地を丸ごと
　　　　　　　　　　灘感じられる定食「農の御膳」

としてメニューに加えました。　、

地元の食材に対する主婦たちの知恵と工夫が詰まっ

た逸品．皆さんも、ぜひともご賞味ください．

＜主な受賞者＞

鑓欝聾蓼翻

鈴木　澄子さん（松代町）

　　　　「米と豆のおしくらまんじゅう」

難縷糠隷謙響

宮沢美世子さん（十日町市）「ゆうごうの煮物」

鈴木　静枝さん（松代町）　「ナスのグリーンあえ」

鈴木　ヨシさん（松代町）　　「甘味噌いぼ煮」
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松代町出稼紐合

　　設立四十年のあゆみ
ず

惹
　
　
￥
　
葦

　
今
日
は
、
父
ち
ゃ
ん
の
来
る
日

だ
。
お
姉
さ
ん
な
ん
か
朝
か
ら
「
父

ち
ゃ
ん
こ
な
い
か
な
。
父
ち
ゃ
ん

こ
な
い
か
な
」
と
何
べ
ん
も
く
り

返
し
て
言
っ
た
。

　
母
ち
ゃ
ん
と
私
と
お
姉
さ
ん
は

父
ち
ゃ
ん
の
長
ぐ
つ
を
持
っ
て
み

ふ
じ
や
へ
行
っ
た
。
近
道
を
し
よ

う
と
ず
い
道
へ
入
っ
た
。
暗
く
て

誰
も
い
な
か
っ
た
。
恐
か
っ
た
け

ど
、
早
く
父
ち
ゃ
ん
に
会
い
た
か
っ

た
。
向
う
か
ら
父
ち
ゃ
ん
の
よ
う

な
黒
い
形
が
こ
っ
ち
に
向
っ
て
歩

い
て
き
た
。
私
は
ド
キ
ド
キ
し
な

が
ら
と
ん
で
行
っ
た
。
「
ア
ッ
　
や
っ

ぱ
り
父
ち
ゃ
ん
だ
」
。
そ
れ
は
や
っ

ぱ
り
父
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
。
私
は
父

ち
ゃ
ん
の
手
に
ぶ
ら
さ
が
っ
た
。
（
昭

和
4
1
年
「
ゆ
き
の
故
郷
」
よ
り

孟
小
三
年
（
当
時
）
石
田
ま
ゆ
み

さ
ん
）

　
春
は
、
雪
深
い
郷
里
の
家
族
に

と
っ
て
待
ち
遠
し
い
季
節
で
あ
る
。

　
遠
い
寒
空
の
下
で
働
く
父
を
案

ず
る
家
族
の
思
い
と
、
つ
ら
い
雪

に
も
明
る
く
暮
ら
す
家
族
を
思
う

主
の
気
持
が
重
な
り
会
い
、
一
層

家
族
に
温
か
み
を
加
え
る
。

　
昭
和
4
2
年
に
は
町
内
で
ー
、
5
0

0
名
を
越
え
る
人
々
が
、
冬
場
の

就
労
を
求
め
て
出
稼
ぎ
に
就
い
た
。

当
時
の
松
代
町
の
世
帯
数
は
約
2
、

4
0
0
戸
．
3
戸
に
2
人
の
割
合

で
関
東
、
中
京
方
面
へ
向
か
い
、

家
計
を
支
え
た
。

　
古
く
は
明
治
中
頃
か
ら
、
酒
造

や
染
色
の
技
術
が
見
込
ま
れ
た
町

民
が
、
関
東
周
辺
の
酒
蔵
や
紺
屋

へ
の
出
稼
ぎ
し
て
い
た
こ
と
か
ら

始
ま
る
。
昭
和
3
0
年
代
頃
に
は
酒

造
会
社
へ
出
稼
ぎ
す
る
人
が
1
5

0
人
を
越
え
る
ほ
ど
だ
っ
た
が
、

国
が
戦
後
の
高
度
成
長
期
を
む
か

え
る
と
高
速
道
路
、
新
幹
線
な
ど

都
市
部
の
社
会
資
本
整
備
の
た
め

に
、
建
設
業
や
自
動
車
産
業
で
の

労
働
需
要
が
増
し
、
出
稼
ぎ
者
の

職
種
も
代
わ
っ
て
い
っ
た
．

　
町
も
昭
和
2
0
年
代
後
半
に
職
業

係
を
創
設
し
て
、
専
ら
出
稼
ぎ
者

へ
の
職
業
斡
旋
や
各
種
保
険
の
と

り
ま
と
め
な
ど
を
行
っ
た
。
昭
和

38
年
に
出
稼
ぎ
就
労
に
も
雇
用
保

険
が
適
用
さ
れ
る
と
、
そ
の
事
務

も
膨
大
に
な
っ
た
。

　
そ
の
頃
の
町
全
体
の
出
稼
ぎ
収

入
は
8
億
円
を
上
回
り
、
兼
業
収

入
と
合
わ
せ
る
と
農
業
収
入
を
上

回
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
町
の
出
稼
ぎ

へ
の
依
存
度
は
高
ま
っ
て
い
っ
た
．

出
稼
ぎ
者
を
支
え
た

　
　
　
　
　
　
　
出
稼
組
合

　
出
稼
ぎ
者
の
労
働
条
件
の
改
善

と
生
活
安
定
・
地
位
の
向
上
を
目

指
す
た
め
、
昭
和
3
8
年
8
月
31
目
、

松
代
町
出
稼
組
合
（
初
代
組
合
長

武
田
清
市
さ
ん
（
名
平
）
）
が
設
立

さ
れ
た
．
組
合
は
、
出
稼
ぎ
者
の

労
働
環
境
整
備
に
向
け
大
き
く
寄

与
し
た
．

（人）　　　　　　　　．1乞000葉姻　　出稼ぎ者数の推移　　　繕

　　　　　　　4劉　 朝髭

　　　　　　　　　8632
　ぱ鍵ぜぜぜ！≠デ娯年）

　
昭
和
4
0
年
代
に
入
る
と
、
組
合

は
出
稼
ぎ
者
の
作
業
技
術
向
上
の

，
た
め
、
建
設
機
械
の
技
術
講
習
や

発
破
、
地
山
の
掘
削
作
業
な
ど
の

講
習
会
を
行
い
、
現
場
作
業
に
必

要
な
作
業
免
許
の
取
得
を
促
し
て
、

よ
り
有
利
な
出
稼
ぎ
先
へ
の
就
労

を
は
た
ら
き
か
け
た
。

　
「
出
稼
ぎ
組
合
は
、
労
使
双
方
の

信
用
の
土
台
造
り
を
し
て
く
れ
た

ん
で
す
」
現
組
合
長
の
小
堺
貞
男

さ
ん
（
松
代
）
は
思
い
起
こ
す
．

出
稼
ぎ
者
に
す
れ
ば
、
集
団
化
す

る
こ
と
で
不
安
の
解
消
や
勤
労
意

欲
を
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

一
方
、
企
業
に
す
れ
ば
安
定
的
な

優
秀
な
労
働
力
が
確
保
で
き
る
こ

と
か
ら
期
待
感
も
強
ま
り
、
互
い

の
信
頼
が
築
か
れ
て
い
っ
た
。
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家
族
を
つ
な
い
だ
帰
省
バ
ス
と

　
　
文
集
「
ゆ
き
の
故
郷
」

　
冬
期
間
、
世
帯
主
の
留
守
は
家

族
に
と
っ
て
も
出
稼
ぎ
者
に
と
つ

て
も
心
の
負
担
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
昭
和
4
1
年
よ
り
、
正
月
集

団
帰
省
バ
ス
の
運
行
を
開
始
し
た
．

東
京
上
野
発
と
名
古
屋
発
の
2
ル
ー

ト
で
、
昭
和
4
6
年
に
は
約
8
0
0

名
が
利
用
し
た
。
年
末
の
2
8
目
か

ら
3
日
間
バ
ス
は
運
行
さ
れ
た
。

便
り
で
帰
省
の
日
が
知
ら
さ
れ
る

と
家
族
は
浮
き
足
立
っ
た
。
到
着

場
の
役
場
前
で
は
、
待
ち
構
え
た

妻
子
が
満
面
の
笑
顔
で
出
迎
え
た
．

「
疲
労
感
と
不
安
が
一
気
に
吹
き
飛

び
ま
し
た
。
出
稼
ぎ
者
も
家
族
も

同
じ
気
持
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

小
堺
忠
吉
さ
ん
（
蓬
平
）
は
当
時

を
振
り
返
る
．

　
ま
た
、
小
・
中
学
生
や
妻
た
ち

が
綴
っ
た
手
紙
文
集
「
ゆ
き
の
故

郷
」
も
家
族
の
結
び
つ
き
を
強
く

し
た
。

　
都
会
で
ひ
と
り
働
く
父
を
手
本

に
、
子
ど
も
を
励
ま
す
母
親
。
そ

の
母
親
を
手
助
け
す
る
子
ど
も
た

ち
。
た
く
ま
し
く
明
る
い
雪
国
の

家
庭
像
が
浮
か
ぶ
。
だ
が
、
子
ど

も
心
に
は
「
雪
が
な
け
れ
ば
．
働

く
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
」
と
、
冬
に

父
と
離
れ
る
寂
し
さ
が
端
々
に
現

れ
る
．
昭
和
3
9
年
に
創
刊
し
、
平

成
1
2
年
ま
で
続
い
た
こ
の
文
集
は
、

互
い
の
大
き
な
励
ま
し
に
な
っ
た

と
い
・
つ
。

築
か
れ
た
信
頼

　
道
路
の
改
良
と
無
雪
化
、
ほ
く

ほ
く
線
の
開
通
な
ど
交
通
機
関
の

整
備
は
出
稼
ぎ
先
と
の
距
離
的
空

間
を
埋
め
た
も
の
の
、
昭
和
5
0
年

以
降
高
齢
化
と
と
も
に
出
稼
ぎ
者

数
も
減
少
し
て
き
て
い
る
．
現
在

の
松
代
町
出
稼
組
合
員
は
32
名
．

皆
高
齢
を
む
か
え
つ
つ
も
、
そ
の

ま
じ
め
さ
が
培
っ
た
信
頼
は
、
今

な
お
勤
務
先
で
の
欠
か
せ
な
い
地

位
を
築
い
て
い
る
。

llゆ禰φ個ト網帥φ梱卜壷φ個ト栂卵◎伺帥φ・個卜明旧卜・帽ト網トψφ細N匝φ・1確N”φ・卿φψφψ◆ゆφψφψφψψ一個剛ゆ個卜・伺帥φ・佃卜砂φ・ψφψφ一“＜卜・“φψφ個剛ゆ・伺N障・砂◆ψ・ひψφ・個”φ卿φ卿

U
ぷ
み
の
家
に
軽
乗
用
車
・

ほ
の
ぼ
の
園
に
衣
類
乾
燥
機
を
寄
贈

　
「
ア
ル
ミ
缶
収
集
や
ヨ
モ
ギ
の
運

搬
な
ど
、
施
設
で
の
作
業
に
役
立
っ

て
い
ま
す
」
．
軽
乗
用
車
の
寄
贈
を

受
け
た
し
ぶ
み
の
家
で
は
、
日
々

の
作
業
に
加
え
今
年
は
稲
作
に
も

挑
戦
し
て
い
ま
す
．
「
遠
く
の
農
地

へ
も
手
軽
に
行
け
る
と
あ
っ
て
、

作
業
の
励
み
に
な
り
ま
す
」
と
し

ぶ
み
の
家
で
は
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
ほ
の
ぼ
の
園
で
は
、
「
冬
場
は
施

設
内
に
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
一

り
で
タ
オ
ル
な
ど
を
乾
し
て
い
ま

し
た
。
毎
日
欠
か
せ
な
い
洗
濯
も

短
時
間
で
仕
上
が
る
の
で
助
か
り

ま
す
」
洗
濯
物
が
心
地
よ
く
乾
い

て
衛
生
的
な
の
で
利
用
者
の
皆
さ

ん
か
ら
も
好
評
で
す
．

寄
贈
に
あ
た
り

　
松
代
町
出
稼
組
合
長
　
小
堺
貞
男

　
昨
年
8
月
、
松
代
町
出
稼
組
合

は
結
成
4
0
年
を
む
か
え
ま
し
た
。

時
代
の
変
化
と
と
も
に
組
合
員
も

高
齢
化
を
む
か
え
、
年
々
組
合
員

数
も
減
少
し
て
い
る
現
状
で
す
。

　
日
本
の
高
度
成
長
期
の
一
役
を

担
い
、
家
族
を
支
え
社
会
に
貢
献

で
き
た
こ
と
も
、
真
面
目
に
熱
心

に
取
組
ん
で
こ
ら
れ
た
諸
先
輩
方

の
功
績
と
信
ず
る
と
こ
ろ
で
す
．

　
こ
こ
に
4
0
年
の
節
目
を
記
念
し
、

組
合
設
立
当
初
の
目
的
で
あ
る
「
町

勢
発
展
に
寄
与
す
る
」
た
め
、
当

組
合
よ
り
松
代
町
社
会
福
祉
協
議

会
へ
軽
乗
用
車
と
衣
類
乾
燥
機
を

寄
贈
し
ま
す
．

羅
．
鋤
『
、
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第3号被保険者のあなたへ

，藁“

1㌔蕩

第
3
号
被
保
険
者
と
は
…
…

　
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
、
船
員
の
年
金
制
度
に
加
入
す

る
人
（
第
2
号
被
保
険
者
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
2
0
歳
以

上
6
0
歳
未
満
の
配
偶
者
で
、
届
け
出
し
た
人
で
す
。

（
欝
錺
騨
籍
墾
謹
虞
鍵
羅
麗
舘
綬
議
離
項
）

　
第
3
号
被
保
険
者
は
自
ら
国
民
年
金
の

保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

第
3
号
被
保
険
者
と
し
て
の
届
け
出
が
必

要
で
す
．
届
け
出
が
遅
れ
た
り
、
届
け
出

し
な
い
で
い
る
と
、
将
来
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
．

届
け
出
の
方
法

第
2
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶

者
の
事
業
所
で
届
け
出
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
健
康
保
険
の
扶
養
届
と
第
3
号
被
保

険
者
の
届
け
出
を
同
時
に
行
い
ま
す
。
）

　　　　　　　■正しく理解してください■

　厚生年金などに加入している配偶者の給料から第3号被保険者の保険

料が天引きされる訳ではありません。

　配偶者の給与から天引きされると思い込んで届け出をしないとか、届

け出をしたが天引きされていないので国民年金に加入漏れになっている

のではないか、心配される人がいますが、これはまったくの誤解です。

　配偶者の加入されている厚生年金・共済組合の保険料は定められた率

で計算されており、あなたの届け出によって天引きされる保険料の額が

変わるわけではありません。

一
一
甲

。一5悶

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
排
出
濃
度

測
定
結
果
の
お
知
ら
せ

　
十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組
合

で
は
、
ご
み
焼
却
処
理
施
設
（
エ
コ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
排
出
さ

れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定

を
5
月
2
6
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
エ
コ
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
排
ガ
ス
か
ら
検
出

さ
れ
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
濃

度
は
、
1
号
炉
O
・
7
5
㎎
（
ナ
ノ

グ
ラ
ム
ー
㎎
は
1
0
億
分
の
ー
＆
、

2
号
炉
1
・
O
㎎
で
し
た
。

　
こ
の
濃
度
の
値
は
環
境
省
が

恒
久
対
策
基
準
（
平
成
1
4
年
1
2
月

1
目
か
ら
）
と
し
て
示
し
て
い
る

5
・
O
㎎
を
下
回
る
結
果
で
す
．
・

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
を

抑
え
る
た
め
に
は
ゴ
ミ
の
減
量

化
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
推
進

す
る
と
と
も
に
施
設
の
適
切
な

維
持
管
理
運
営
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
．

　
こ
れ
か
ら
も
廃
棄
物
処
理
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
万
全
を
期

し
ま
す
の
で
、
町
民
皆
さ
ん
の

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
．

織
蚕

1曳
蕪　　　　ン　　　　著
　　　　壷歪

エコクリーンセンター（十日町市）

東北電力㈱十日町営業所から

　街路灯が寄贈されました

　明るい地域づくりに向け防犯や

交通安全に役立ててほしいと、7
月13日に東北電力㈱十日町営業所

（中條一所長）から蛍光街路灯9灯

を寄贈していただきました．街路

灯は設置要望のあった集落に配布

する予定です。

録を渡す中條所長
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子
ど
も
た
ち
が
思
い
描
く
松

代
町
の
夢
や
希
望
、
そ
し
て
守

り
た
い
美
し
い
風
景
。
こ
れ
ら

を
絵
で
表
現
し
て
も
ら
い
、
地

域
商
工
業
活
性
化
の
ヒ
ン
ト
に

結
び
つ
け
よ
う
と
「
ち
び
っ
こ

芸
術
祭
」
が
、
松
代
観
音
祭
に

合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
町
内
三
小
学

校
の
児
童
1
7
6
名
．
松
代
町

ふるさこまつだいをこどもたち嶋める

藤誕嚢イ擁一夢7麹舞嫁難1

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
山
や
川
、
電

車
や
文
化
村
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

モ
チ
ー
フ
に
明
る
く
楽
し
い
タ
ッ

チ
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
児
童
た
ち
の
絵
は
7
月
1
9
日
～

25
日
と
8
月
1
0
日
～
1
6
目
の
2

回
、
町
内
各
商
店
の
店
頭
に
掲

示
さ
れ
、
来
店
す
る
お
客
さ
ん

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
．

窃勝勃ζ藝鱗祭

入賞した30名の児童たち

松代小5年関谷友貴さん

テーマ：未来の松代

松代小3年田辺楓香さん 奴奈川小6年小堺裕介さん

テーマニ松代にデパートがあったらいいなあ　　　テーマ：松代公園があったらいいなあ

・●・・●・・●・・●●・●・●●・●●・・●●・●●・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・●●・●●・●●●・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●●●●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●●・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・●●・・●・

　7月26日・まつだいふるさと会館ホールにおいて・夏大
期学園に訪れた港区六本木中学校2年生の生徒73名が・　よ自
ホームスティでお世話になる町内の24世帯の家族などを　い然　　　　越後田舎体験

招いて、合唱発表会を行いました．　　　　　　　　　　経と

あい包教科の選択科目で音楽を学ぶ生徒もいるといたい　翁購猟会
うほど音楽好きの生徒たちが、「ふるさと」など15曲を歌　い

うと会場から大きな拍手が贈られました．
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●
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●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　　蕊
7・一琉痴隔§

●●●●●●●●●

　　　　欝　　　灘難灘
騰

　
六
月
六
目
、
あ
い
に
く
の
雨
の

な
か
上
野
駅
に
到
着
し
、
友
人
達

（
同
級
生
九
名
）
と
池
袋
で
待
ち

合
わ
せ
て
会
場
に
入
っ
た
。

　
以
前
か
ら
山
平
会
の
存
在
は
知
っ

て
い
た
．
十
年
位
前
だ
ろ
う
か
友

人
の
す
す
め
も
あ
っ
て
入
会
だ
け

は
し
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
会
合

に
出
席
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
昨
年
十
月
、
同
級
会
の
時
に
東

京
在
住
の
Y
君
か
ら
「
楽
し
い
か

ら
君
も
ぜ
ひ
出
席
し
な
い
か
」
と

誘
わ
れ
「
で
は
来
年
は
出
席
し
ま

し
ょ
う
」
と
約
束
を
し
た
．

　
玄
関
を
入
る
と
す
ぐ
に
知
り
合

い
の
顔
が
あ
っ
た
の
で
挨
拶
を
し

た
ら
二
、
三
人
の
人
か
ら
「
し
ば

ら
く
」
と
い
わ
れ
た
。
し
か
し
、

誰
だ
か
思
い
出
せ
な
か
っ
た
。

　
指
定
さ
れ
た
テ
ー
ブ
ル
に
付
き
、

顔
と
名
簿
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み

る
と
や
っ
と
思
い
出
す
こ
と
が
で

き
て
う
れ
し
く
な
っ
た
。

　
故
郷
を
同
じ
く
す
る
い
わ
ゆ
る

　
●
す
な
は
ま

初
め
て
山
平
会
に
出
席
し
て

き6、7乙めいの集↓購

あいさつをする井上正美山平会会長

タ
テ
関
係
の
会
合
に
は
、
懐
か
し

さ
と
思
い
出
の
入
り
交
じ
っ
た
な

ん
と
も
い
わ
れ
ぬ
楽
し
さ
が
あ
る
．

　
私
は
儀
明
の
出
身
で
あ
る
が
、

現
在
は
仕
事
の
都
合
で
十
日
町
市

に
住
ん
で
い
る
．
平
成
十
七
年
四

月
一
日
に
松
代
町
と
そ
の
他
四
市

町
村
が
合
併
す
る
よ
う
に
き
い
て

い
る
。

　
私
達
の
小
学
生
時
代
は
戦
後
の

食
糧
の
な
い
時
代
で
あ
っ
た
．
そ

れ
で
も
山
を
走
り
川
で
遊
び
、
や

が
て
腹
ペ
コ
に
な
り
家
に
帰
り
冷

は
ま
り
や
く

小
　
堺
　
長
　
平

　
　
　
十
日
町
市
在
住

　
　
　
　
（
儀
明
・
板
屋
）

飯
に
み
そ
汁
を
か
け
ア
サ
ヅ
キ
で

夢
中
で
む
さ
ぼ
り
食
っ
た
事
を
思

い
出
す
．
お
か
ず
も
な
に
も
な
く

と
も
実
に
お
い
し
か
っ
た
。
今
で

も
ど
ん
な
豪
華
な
料
理
よ
り
も
、

う
ま
か
っ
た
と
信
じ
て
い
る
．

　
山
平
会
の
か
も
し
だ
す
温
か
い

雰
囲
気
は
私
達
が
子
供
の
頃
食
べ

た
汁
か
け
飯
に
ア
サ
ヅ
キ
の
味
が

す
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
来
年
も
ま
た
、
そ
の
温
か
さ
に

ふ
れ
た
く
て
出
席
を
し
よ
う
と
思
っ

て
い
る
．

約
束
手
形

宴もたけなわ　盆踊りで一つの輪に

松
代
町
町
制
施
行
五
十
周
年
記
念
式
典
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
地
区
め
ぐ
り
一
泊
旅
行

　
毎
年
十
月
恒
例
の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
松
代
町
で
来
た
る
十
月
十
一
目
「
町
制
施
行
五
十
周
年
記
念
式

典
」
が
挙
行
さ
れ
ま
す
。
東
京
松
代
会
で
去
る
六
月
八
目
の
企
画
委

員
会
に
於
い
て
、
松
代
町
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
式
典
に
皆
ん
な
で
挙
っ
て
参
加
し
た
い
と
の
声
が
高
ま
り
、
一

泊
二
目
で
松
代
町
へ
訪
問
す
る
事
に
決
り
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

時　平成16年10月10日（日）・11日（月）

費男性24，000円
　女性　22，000円
泊　松之山温泉　凌雲閣

所　上野駅公園口（往復観光バス）

切　8月31日ω◎迄

日
会

●
　
　
　
　
　
　
　
●

佐藤正則　伊沢地区副会長代行

　　　　　電話　03－3382－0211

笠原　清　松代地区副会長

　　　　　電話　03－3692－3564

若井恒雄　峰方地区副会長

　　　　　電話　045－581－7155

柳　政直　伊沢地区副会長

　　　　　電話　0471－39－2263

井上正美　山平地区副会長

　　　　電話　044－877－9611

小堺朝毅　奴奈川地区副会長

　　　　電話　0423－62－5940

泊
所
切
先
長

館
絡
類

宿
集
申
連
行

・
…
実
実行委員

　
　
　
期
日
　
平
成
十
六
年
七
月
十
九
日
（
松
代
観
音
祭
）

りょ
告
町
制
施
行
五
十
周
年
記
念

だ京
報
　
　
　
　
　
　
打
ち
上
げ
花
火
大
会

東
　
　
　
　
祝
　
十
号
玉
寄
贈
　
東
京
松
代
会

次
回
に
つ
づ
く

70



松
代
の
自
然

ア
ザ
ミ
の
い
ろ
い
ろ

　
月
山
に
は
山
の
愁
い
あ
り
海
に
は
海
の

　
　
悲
し
み
や
　
ま
し
て
心
の
花
園
に
咲

　
　
き
し
ア
ザ
ミ
の
花
な
ら
ば
♪

　
伊
藤
久
男
の
豪
快
な
歌
声
に
魅
せ
ら
れ

て
、
一
時
は
『
N
H
K
の
ど
自
慢
』
に
は

必
ず
歌
わ
れ
た
『
あ
ざ
み
の
歌
』
で
お
な

じ
み
の
ア
ザ
ミ
は
、
キ
ク
科
の
多
年
草
で

す
。
単
な
る
「
ア
ザ
ミ
」
と
い
う
の
は
な

く
、
何
々
と
頭
文
字
が
付
き
ま
す
．

　
春
一
番
に
早
く
美
し
く
咲
く
の
は
ノ
ア

ザ
ミ
で
、
花
の
総
包
片
の
粘
着
部
に
小
虫

が
貼
り
付
い
た
り
し
て
い
ま
す
．
ノ
ア
ザ

ミ
の
改
良
園
芸
種
が
鉢
植
え
や
花
壇
に
も

見
ら
れ
ま
す
。
「
ド
イ
ツ
ア
ザ
ミ
」
も
そ
の

一
つ
で
、
「
テ
ラ
オ
カ
ァ
ザ
ミ
」
と
も
い
わ

れ
る
よ
う
に
ド
イ
ツ
に
は
無
関
係
と
の
こ

と
。　
廃
村
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
濁
集
落
に
、

夏
の
間
だ
け
老
夫
婦
で
訪
れ
て
い
た
『
上

林
』
家
の
藤
岡
菊
治
翁
が
、
植
物
方
言
取

材
に
訪
れ
た
私
に
ノ
ア
ザ
ミ
を
「
ジ
牙
ヴ

P
ア
ザ
ミ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
．
花

　
　
　
　
　
　
と
げ

の
妖
艶
さ
か
ら
棘
持
つ
女
性
を
連
想
し
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
ノ
ア
ザ
ミ
は
棘
が
密
生
し
て
い
る
の
で

方
言
名
で
は
オ
ニ
ア
ザ
ミ
と
も
呼
ば
れ
ま

す
が
、
す
べ
て
の
ア
ザ
ミ
は
料
理
す
れ
ば

美
味
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
ア
ザ
ミ
の
仲
問
は
多
く
て
、
松
代
町
に

は
ナ
ン
ブ
ア
ザ
ミ
（
ク
ラ
ア
ザ
ミ
）
、
サ
ワ
ア

ザ
ミ
（
ゴ
ン
ボ
ア
ザ
ミ
）
、
オ
ニ
ア
ザ
ミ
（
和

名
上
の
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
松
之
山
町
を

含
む
と
タ
チ
ア
ザ
ミ
（
ヤ
チ
ア
ザ
ミ
）
が
あ
っ

て
、
た
ま
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
モ
リ
ァ
ザ

ミ
、
（
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
）
な
ど
が
見
ら
れ
、
私
が

牧
村
か
ら
採
取
し
て
き
た
ダ
キ
バ
ヒ
メ
ア

ザ
ミ
も
増
え
て
い
ま
す
．

　
ど
れ
も
食
用
に
は
な
り
ま
す
が
、
一
般

的
に
は
山
菜
の
味
覚
と
し
て
は
タ
チ
ア
ザ

ミ
が
好
評
で
、
場
所
に
よ
り
密
生
し
て
い

る
の
で
、
採
取
す
る
に
も
都
合
が
い
い
で

す
．　
サ
ワ
ア
ザ
ミ
は
葉
が
広
く
て
柔
ら
か
い

の
で
、
家
の
周
囲
に
栽
培
し
て
鶏
の
餌
に

刻
ん
で
与
え
た
り
し
た
も
の
で
す
。
巨
大

な
ア
ザ
ミ
で
特
異
な
品
種
で
す
。

　
旅
行
先
で
見
知
ら
ぬ
ア
ザ
ミ
に
出
会
っ

て
、
そ
の
正
体
を
突
き
止
め
る
の
に
苦
労

し
ま
す
が
、
判
明
し
得
な
い
ま
ま
の
も
の

が
多
く
、
大
い
に
悩
み
ま
す
。
ア
ザ
ミ
は

専
門
の
学
者
が
い
る
ほ
ど
の
も
の
で
す
。

　
　
　
　
（
文
と
写
真
　
高
橋
八
十
八
）

自然体験教室で
　
雲
霧
欝
参
遡
誕

勝
囲
台
騨
学
校
趨
交
驚

　7月23日～26目、旧菅刈分校

で行われた自然体験教室には14

名が参加。春にグランドの一角

に植えた野菜のもぎ取りやキャ

ンプファイヤー、そして海水浴などを地元の田沢・

菅刈集落の八王子交流会の人たちと楽しみました．

　23日には松代の柳武さんを講師に迎え、竹とんぼ

づくりを行ないました．2時問ほどで仕上がった竹

とんぼを飛ばすと、校舎には喜びの歓声が。

　指導にあたった柳武さんは「生活の中でカッター

を使うことがなくなりましたが、こうした体験も大

切」と話していました。

　今年も町内三小学校5年生31名が、7月30日に行

われた早稲田大学理工学部の科学実験教室に参加し

てきました。また、今回は6月に田舎体験の修学旅

行で当町を訪れた際に、交流を通して親しんだ千葉

県八千代市の勝田台中学校の生徒宅にホームステイ

をして、相互交流を図り親睦を深めてきました．
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　　　羅

　
　
　
　
罷

出
動
総
員
3
0
0
名

　
　
　
　
　
鍮

舩
戴
町
消
防
連
合
演
習

　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
最
後
と
な
る
消
防
連
合
演

　
　
　
　
　
　
　
　
習
が
7
月
2
5
日
、
炎
天
下
の
町

　
　
　
　
　
　
　
　
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
演
習
の
内
容
は
、
例
年
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
る
部
隊
演
習
、
ポ
ン
プ
操

法
に
加
え
、
今
年
は
町
内
2
1
集

落
の
婦
人
消
防
協
力
隊
（
4
2
名
）

に
よ
る
放
水
演
習
が
行
わ
れ
た
．

　
ま
た
、
昭
和
5
3
年
以
来
2
6
年

ぶ
り
と
な
る
市
中
分
列
行
進
も

行
わ
れ
た
．
陸
上
自
衛
隊
高
田

駐
屯
地
第
二
普
通
科
連
隊
ラ
ッ

パ
隊
（
中
川
守
隊
長
）
に
よ
る

行
進
ラ
ッ
パ
を
指
揮
に
、
消
防

団
員
総
勢
3
0
0
名
が
松
代
商

店
街
を
行
進
し
た
．

looooOoooOoOo－llo（》o（》Oo－o－oo（》o（》一〇一〇一〇〇（》一（》o（》一llOoOoOoo（1一幡oOl）o（》o（》一（》一隠oOo一（》o（1一（》Oo一（1－o－oOl》Oo－oOo－o－o－o－1》一〇一（1－1

竃
闘
嗣
醐
マ
繍
夢
づ
め
蔽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m
た
悪

　
　
　
　
　
　
．
灘
灘
糊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
論

　
　
　
　
錘
驚
、
．
齢

　
　
　
　
　
　
簿

風
船
が
運
ん
だ
「
火
の
用
心
」

　
は
じ
ま
り
は
1
7
年
前
、
雪
降
り

問
近
の
松
代
保
育
園
。
園
児
た
ち

は
思
い
思
い
の
絵
や
言
葉
を
添
え

た
「
火
の
用
心
」
の
短
冊
を
風
船

に
結
わ
え
て
、
宛
て
の
な
い
大
空

へ
と
放
っ
た
．
高
く
舞
い
上
が
っ

た
風
船
は
偏
西
風
に
乗
り
、
三
日

後
に
約
1
2
0
㎞
離
れ
た
栃
木
県

粟
野
町
の
民
家
の
庭
先
に
舞
い
降

り
た
。
受
け
取
り
主
は
「
ま
つ
だ

い
保
育
園
　
わ
か
つ
き
め
ぐ
み
」

と
書
か
れ
た
名
を
頼
り
に
、
探
す

こ
と
数
日
間
．
新
潟
県
松
代
町
で

あ
る
こ
と
を
探
し
出
す
と
、
は
る

ば
る
空
の
便
り
を
、
家
の
防
火
の

お
守
り
に
し
て
い
た
と
い
う
。

　
あ
れ
か
ら
1
7
年
間
、
時
折
交
す

「
今
の
子
ど
も
た
ち
に
も
こ
の
よ
う

な
よ
い
思
い
出
を
」
と
話
す
若
月
恵

さ
ん
㈲
と
甥
の
翔
ち
ゃ
ん

手
紙
の
相
手
を
め
ぐ
み
さ
ん
は
「
風

船
の
お
じ
さ
ん
」
と
慕
っ
て
い
た
。

　
風
船
の
お
じ
さ
ん
は
、
あ
の
当

時
の
園
児
も
も
う
家
庭
を
持
つ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ぼ

う
な
年
頃
だ
ろ
う
と
、
萎
ん
だ
風

船
と
糸
で
結
わ
え
ら
れ
た
短
冊
を

め
ぐ
み
さ
ん
に
お
返
し
し
た
。
「
こ

れ
か
ら
は
、
あ
な
た
が
家
庭
を
持
っ

た
と
き
の
お
守
り
に
し
て
く
だ
さ

い
」
。
1
7
年
間
の
思
い
を
記
し
た
風

船
の
お
じ
さ
ん
か
ら
の
手
紙
は
、

そ
う
締
め
く
く
ら
れ
て
い
た
．

　
昭
和
62
年
1
0
月
、
秋
の
火
災
予

防
運
動
で
松
代
町
幼
年
消
防
隊
の

発
隊
式
の
催
し
に
、
5
0
個
飛
ば
し

た
風
船
の
う
ち
2
個
が
栃
木
県
に

到
達
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

北
風
強
い
季
節
柄
、
よ
く
着
い
た

も
の
だ
と
当
時
話
題
に
な
っ
た
。

　
園
児
の
夢
を
満
杯
に
膨
ら
ま
せ

た
風
船
は
、
今
再
び
幸
せ
を
結
わ

え
て
見
守
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。



あ
な
た
の
身
近
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
宮
沢
静
子
さ
ん
へ
功
労
表
彰

　
松
代
町
で
人
権
擁
護
委
員
を
務

め
る
宮
沢
静
子
さ
ん
（
松
代
）
が
、

6
月
1
8
日
に
新
潟
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
（
風
間
士
郎
会
長
）
よ

り
、
長
年
に
わ
た
る
地
道
な
人
権

擁
護
活
動
に
功
績
を
た
た
え
た
功

労
表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
社
会

の
実
情
に
通
じ
た
人
権
擁
護
に
理

解
の
あ
る
人
を
、
市
町
村
長
が
推

薦
し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
人

で
す
．
新
潟
県
内
に
は
現
在
約
3

9
0
名
の
人
権
擁
護
委
員
が
、
中

立
・
公
正
な
立
場
で
、
法
務
局
と

連
携
し
な
が
ら
、
わ
た
し
た
ち
の

人
権
を
守
る
た
め
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
．

大
切
な
人
権
意
識

　
「
人
権
問
題
は
幼
い
頃
か
ら
の
意

識
付
け
が
大
切
で
す
」
。
ち
ょ
つ
と

の
気
の
迷
い
か
ら
、
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
事
件
に
発
展
し
て
い
る

現
代
の
少
年
事
件
。
教
員
を
退
職

し
、
現
在
こ
ど
も
人
権
相
談
員
も

兼
ね
る
宮
沢
さ
ん
は
、
胸
を
痛
め

ま
す
．
命
の
尊
厳
や
思
い
や
り
の

心
を
育
て
る
こ
と
か
ら
人
権
意
識

を
根
付
か
せ
る
た
め
、
普
段
の
生

活
の
中
で
家
庭
や
地
域
で
実
体
験

に
基
づ
く
教
育
が
必
要
で
あ
る
と

訴
え
ま
す
．

　
人
権
擁
護
は
救
済
活
動
で
あ
る

人
権
相
談
に
も
増
し
て
、
日
頃
の

啓
発
・
教
育
活
動
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
町
内
の
小
中
学
校
や

保
育
園
、
各
種
団
体
な
ど
へ
訪
問

し
て
、
人
権
に
関
す
る
講
演
の
開
催

や
ビ
デ
オ
上
映
、
紙
芝
居
な
ど
で

人
権
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
．

相
手
の
立
場
で
考
え
て

　
男
女
差
別
や
障
害
者
・
国
籍
差

別
、
そ
し
て
近
年
増
え
て
い
る
高

齢
者
・
児
童
虐
待
な
ど
、
わ
た
し

た
ち
の
身
近
な
問
題
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
報
じ
ら
れ
て

い
ま
す
．
宮
沢
さ
ん
は
「
人
権
問

題
」
を
正
し
く
理
解
す
る
上
で
大

切
な
こ
と
は
、
常
に
、
相
手
の
立

場
に
立
っ
て
考
え
、
行
動
す
る
よ

う
に
努
め
る
こ
と
だ
と
話
し
ま
す
．

な
に
げ
な
い
二
言
が
知
ら
な
い
う

ち
に
相
手
を
傷
つ
け
た
り
、
不
快

な
思
い
を
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
目
頃
の
意
識

の
持
ち
方
で
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
は

解
決
で
き
る
は
ず
で
す
。

　
松
代
町
で
は
現
在
、
宮
沢
さ
ん

と
石
黒
良
泉
さ
ん
（
室
野
）
の
2

名
が
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
躍

し
て
お
り
、
日
常
生
活
で
の
相
談

に
応
じ
、
助
言
や
紹
介
な
ど
問
題

解
決
へ
の
手
助
け
を
し
ま
す
．
人

権
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
種
大
会
の
結
果

難
驚
嶽
甥
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）

第
4
9
回
東
頸
城
郡
青
年
大
会
兼

第
52
回
新
潟
県
青
年
大
会
東
頸
城
郡
予
選
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
月
4
日
／
松
之
山
中
学
校
体
育
館
）

1
位
　
松
代
町
（
小
野
島
友
美
主
将
）

※
来
月
に
十
日
町
市
で
開
催
さ
れ
る
新
潟
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
．

第
灘
鐵
灘
翻
灘
灘
購
籔
雛
ー
羅
ー
搦
搬
鑛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
月
1
8
日
／
松
代
町
総
合
体
育
館
）

1
位
　
A
チ
ー
ム
（
高
橋
将
樹
代
表
）

2
位
　
伊
沢
パ
ワ
ー
ズ
（
市
川
義
久
代
表
）

3
位
　
フ
レ
ン
ド
チ
ー
ム
（
若
井
正
子
代
表
）

癒
弼
獺
灘
顯
繕
譲
灘
顯
鐵

　
　
　
（
8
月
1
日
／
松
代
町
総
合
体
育
館
・
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

●
ス
マ
イ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ

　
ー
位
　
峠
四
班
チ
ー
ム

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
ー
位
　
樋
口
昭
一
さ
ん

●
ペ
タ
ン
ク

　
ー
位
　
太
平
チ
ー
ム

●
ス
ポ
レ
ッ
ク

　
ー
位
　
千
年
B
チ
ー
ム

グラウンドゴルフ
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　　鵠πσ・昌施②
　　’”　ヌ憾す　i箋讐
母子家庭のお母さんの就業相談に応じ1　　のア
る就業・自立支援センターがオープンし1　葉ろ

　　　　　　　　　　　　1　　にハました。　　　　　　　　　　　号　　　　　　　　　　　　1野雨ラ家庭状況、職業能力の適性、就業経験1石のガ
などに応じて、専門の就業支援員による1　露ス
　　　　　　　　　　　　亨　　がのアドバイスを受けられます・お気軽にご1念光細
利用ください。　　　　　　　　　　　　1

場　　所：新潟市上所（新潟ユニゾンプ1

　　　ラザ3階）
相談時間：月～金曜日

　　　午前9時30分～正午
　　　午後1時～4時30分
※土・日曜日に相談を希望される方は、

事前にご連絡ください。

詳しくは、

母子家庭等就業・自立支援センター

　　　　　　TELO25（281）5587まで1
　　　　　　　　　　　　全
　　　　　　　　　　　　◆
㈱』¶鯛抑轍申i
　　　　　　　　　　　　ゆ放送大学は、いつでも、どこでも、誰寺
　　　　　　　　　　　　◆でもが学べる、テレビ・ラジオで授業を1
行う正規の大学です．　　　　　　　　1
■募集学生・募集期間　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　ゆ●教養学部（全科生・選科生・科目生）　1

大学院修士科目生（8月31日まで）　1
●大学院修士全科生（9月14日まで）　1

　　　　　　　　　　　　ゆ★人文・社会・自然・産業等の幅広い分1
野の約300にわたる科目を開講していま1
す。健康、福祉、心理に関する科目や、1

　　　　　　　　　　　　やスキルアツプに役立つ科目が数多くあ1

　ります。　　　　　　　　　1
★各種国家試験受験者資格取得あるいは1

　　　　　　　　　　　　ゆ一次試験免除に必要な単位の一部また1

短
　
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ぐ
ら
し

紫
陽
花
の
葉
裏
に
殻
脱
ぐ
蝸
の

生
ま
れ
で
る
さ
ま
じ
っ
と
見
守

る
　
　
　
　
　
柳
　
　
こ
め

紫
陽
花
よ
色
を
変
え
る
は
い
い

け
れ
ど
せ
め
て
最
後
は
「
あ
い
」

で
終
れ
よ
　
　
　
小
堺
　
良
治

返
り
咲
く
薄
紫
の
ク
レ
マ
チ
ス

昨
夜
の
雨
に
朝
露
と
ど
め

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ト
ミ

梅
雨
晴
れ
の
青
葉
す
が
し
く
昼

寝
覚
め
遠
く
か
す
か
に
蝉
の
声

は全てを取得できます。

■資料請求・問い合わせ先

〒951－8122新潟市旭町通1－754

放送大学新潟学習センター

　　　　　　（丁肌025－228－2651）

蒲
生
句
会

腋
に
落
ち
ぬ
所
に
泉
湧
い
て
を

り
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

梅
雨
晴
間
妙
高
山
が
丸
見
え
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪

耳
鳴
り
と
共
に
生
き
ゆ
く
蝉
時

雨
　
　
　
　
　
　
耕
人

大
花
火
町
制
施
行
五
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

水
源
に
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
水
芭

蕉
　
　
　
　
　
　
　
山
路

天
の
川
消
え
て
寂
し
き
里
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
良
　
治

朝
顔
の
気
に
入
る
様
に
縄
を
張

る
　
　
　
　
　
　
　
翔
山

か
な
か
な
や
ゆ
ぶ
ね
に
い
の
ち

あ
そ
ば
せ
て
　
　
　
龍
峰

し
ぶ
み
俳
句
会

頂
上
の
あ
じ
さ
い
祭
り
賑
へ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

何
も
か
も
夕
立
の
あ
と
清
す
が

し
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

山
寺
の
参
道
清
し
道
お
し
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

股
の
ぞ
き
天
の
橋
立
風
薫
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
水

吹
き
抜
け
の
待
合
室
に
大
七
夕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

時
鐘
う
っ
僧
を
待
つ
土
間
梅
雨

じ
め
り
　
　
　
　
　
枯
水

城
山
の
道
村
総
出
し
て
草
を
刈

る
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

青
田
に
も
濃
淡
あ
り
て
風
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
7
・
1
3
新
潟
中
部
豪
雨
水

害
へ
の
救
援
用
に
、
雑
巾
と

タ
オ
ル
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

〈
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
〉

●
松
代
町
赤
十
字
奉
仕
団

　
菅
刈
分
団

　
田
沢
分
団

　
下
山
分
団

　
蓬
平
分
団

●
堀
川
兼
正
さ
ん
（
福
島
）

　
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄

　
付
分
）

人ロの動き
男　　2，008人　　（＋3人）

女2，145人（一6人）
計　　4，153人　　（一3人）

世帯数　1，483世帯（±0世帯）

出生　3人　　死亡　6人

転入　3人　　転出　3人
　　（16年7月末日現在）

日
圏
◆
團
回

　
　
（
7
月
1
日
～
7
月
3
1
日
）

元
気
な
良
い
子
に
（
出
生
）

　
　
　
　
み
　

村
山
　
　
雅
～
　
春
夫
・
百
花
さ
ん

　
　
　
　
（
室
野
　
き
む
ら
や
）

　
　
　
ま
さ
き

小
堺
　
真
樹
ノ
　
春
樹
ゆ
か
り
さ
ん

　
　
　
　
（
蓬
平
　
か
ん
ね
ん
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

山
岸
　
キ
ミ
さ
ん
　
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
（
東
山
　
む
こ
う
）

村
山
　
チ
イ
さ
ん
　
　
　
　
併
歳

（
松
代
　
ま
つ
や
ま
や
履
物
店
）

高
橋
ユ
キ
イ
さ
ん
　
　
　
お
歳

　
　
　
　
（
莇
平
　
げ
ん
じ
ん
）

若
井
　
徳
吉
さ
ん
　
　
　
　
7
5
歳

　
　
　
（
蓬
平
　
も
ざ
い
も
ん
）

齋
藤
こ
き
ん
さ
ん
　
　
　
9
0
歳

　
　
（
田
野
倉
　
ど
う
の
し
た
）

山
賀
　
た
け
さ
ん
　
　
　
　
8
6
歳

（
松
代
　
や
ま
が
モ
ー
タ
ー
ス
）
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町の行事予定（8・9月）

1細

23（月）
松代・松之山チャレンジ塾シリーズ，3・るさとめぐり13：30～

処暑　　　　　　　　　　　　集合菅刈駐車場

24（火） 三種混合予防接種総合センター13二〇〇～

25（水）

26休）

27（金）
松代・松之山チャレンジ塾シリーズ、3・るさとめぐり

　　集合孟地小12＝50役場13二〇〇奴奈川小13＝15

鎚㈱

30（月） 中学校第2学期始業式

31（火）

慰霊祭松泉寺10＝00～
糖尿病予防教室役場第1会議室13二〇〇～
小学校第2学期始業式

亀／休）

2休）

3（金）

灘鱒

6（月）

7（火） 白露

8（水）

9休）

10（金）

講欝

13（月）

14（火） 定例町議会（16日まで）

15（水）

老人の日老人週間
町制施行50周年記念早稲田大学マンドリンクラブ演奏会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農舞台

16休）

17（金）

総㈱

敬老の日　動物愛護週間

お知ぢせ

毎～国民健康保険に加入して馳るみ獄きん《鋼㊥

1．9月1日より、国民健康保険の保険証が更新されます

　現在、お使いの「空色」の保険証は、8月31日で使用できな

　くなりますのでご注意ください．新しい保険証の有効期限は、

　平成17年3月31日です．保険証の色は現在のものと同色のr空

色」です．有効期限の切れた古い保険証は回収いたしませんの

　で、各家庭で処分してください．

　　　　　　　　　　雀淺慧
　処分する際は、新しく交付された保険証を処分なさらない

よう、保険証の有効期限をご確認のうえ処分してください．

また、国民健康保険の保険証以外の保険証や受給者証を処分

なさらないようご注意ください。

2．㊧・㊥の国民健康保険被保険者証の交付を希望される方は手

続が必要ですので役場住民課窓口へご連絡ください。

3．国民健康保険加入世帯ならびに老人保健該当世帯で住民税が

非課税世帯の方は、入院されたときの食事代が減額されます．

減額認定の申請が必要ですので、役場住民課窓口へご連絡くだ

　さい。

　　　　　　　　　　（役場住民課　TEL597－2220）

鞭第蜀回東頸城郡美纈展覧会作贔募集融

【開催日時】10月9目（土）～11日帽）午前9時～午後6時

【会　　場】大島村多目的ホールふれあい館

【作　　品】絵画、彫塑・工芸、書道、写真の4部門

　　　　　出品数は1部門一人3点以内（未発表のもの）

【出品資格】東頸城郡内に住所登録または、勤務する高校生以上

　　　　　の人

【作品提出】9月30日休）までに松代町総合センターへ搬入してく

　　　　　ださい。

詳細は事務局　松代町公民館　TEL597－2301まで

響新潟県締計グラヲユンクール作1贔募集轡

　県では、各種統計について理解していただくため、統計グラフ

コンクールを開催します．下記により作品を募集しますので、多

数の作品の応募をお待ちしています．

【応募資格】小学生以上（年齢により部門が分けられます）

【課　　題】課題は自由。自ら観察・調査した結果、または新聞

　　やインターネットなどで調べた結果をグラフにしてください．

【作品企画】B2サイズ（72．8c　m×51．5c　m）紙質・色彩は自由

【締め切り】9月8日㈱

※詳細についての問い合わせ・申し込みは

　新潟県総合政策部統計課まで（TEL　O25－285－5511）
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【電　話】　597－2615
【ホームページアドレス】

http＝〃www9．ocn．nejp／～m－tosho／

【メー・ルアドレス】
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